
 

 

 

 

 

 

 

  

横河電機株式会社 
IR 説明会 

 

2021 年 3 月 15 日 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
1 

 

イベント概要 

 

[企業名]  横河電機株式会社 

 

[企業 ID]  6841 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] アナリスト説明会 

 

[イベント名]  IR 説明会 

 

[日程]   2021 年 3 月 15 日 

 

[ページ数]  112 

  

[時間]   10:30 – 12:00 

（合計：90 分、登壇：67 分、質疑応答：23 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  3 名 

常務執行役員 マーケティング本部⾧  

阿部 剛士 （以下、阿部） 

執行役員 ライフイノベーション事業本部⾧ 

中尾 寛 （以下、中尾） 

財務・IR 部⾧   中谷 博彦 （以下、中谷） 

 

  



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
2 

 

登壇 

 

小林：それでは定刻となりましたので、ただ今より、横河電機 IR 説明会を開催いたします。 

皆様、本日はお忙しい中、ご参加いただきありがとうございます。 

本日の出席者を紹介いたします。常務執行役員、マーケティング本部⾧、阿部です。続いて執行役

員、ライフイノベーション事業本部⾧の中尾です。そして財務・IR 部⾧、中谷。最後に改めまして、

本日の進行を務める小林です。よろしくお願いします。 

では、まず阿部から、「世界的課題解決のためのライフイノベーション分野への挑戦」についてご

説明申し上げます。続いて中尾から、「ライフイノベーション事業の進捗と取り組みについて、ご

説明申し上げます。 

なお、先週金曜日に WEB サイトに掲載した中尾の資料の構成を一部アップデートしております。

最新情報は画面、または WEB サイトにてご確認願います。 

また、ご質問は中尾の説明が終わった後に一括してお受けいたしますが、あらかじめお伝えしてい

るとおり、Teams の挙手機能を用いるため、申し訳ございませんが電話およびチャットでのご質

問はお受けできない旨、ご了承願います。ちなみに終了時刻は 12 時頃を目安としております。 

それでは中谷から、一言ご挨拶申し上げます。 

中谷：おはようございます。本日はお忙しい中、ご参加いただきありがとうございます。 

ちょうど一昨年の 12 月、サステナビリティ説明会というものを開催しまして、その時点でライフ

イノベーション事業の方向性と活動について、まず導入としてご説明をいたしました。 

今回は、その背景や進捗を中心に、バイオエコノミー分野への取り組みなどについて、皆様にご理

解を深めていただきたく、ぜひ最後までお付き合い願えればと思っております。よろしくお願いし

ます。 

また、このような機会を今後も継続して設けていきたいと考えておりますので、終了後のアンケー

トなども含めまして、皆様からのフィードバック、率直なご意見、ご要望等をいただければ幸いで

ございます。 

では早速ですが、阿部からご説明申し上げます。 
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阿部：皆様、おはようございます。ただ今ご紹介にあずかりました、横河電機でマーケティング本

部を統括しております阿部と申します。今日はよろしくお願いします。 

まず私のほうからは、横河電機にとっての向こう 3 年から 5 年の話をさせていただきます。その

後、中尾のほうから、この 3 年以内のところのスコープの話をさせていただければと思います。 

私のタイトルは、世界的課題解決のためのライフイノベーション分野への挑戦ということで、今、

横河電機がこのライフイノベーションという分野に対して、どういうことをしているかといったこ

とをお話しさせていただきます。 
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私の経歴ですが、これは読んでいただければよろしいかなと思います。 

現在、マーケティング本部を統括していますが、通常でいうマーケティングとは違っていまして、

マーケティングの傘下に R&D など、その他いろいろ持っています。そのため私のスピーチの中に

はこの R&D のポーションも入ってくることになってまいります。よろしくお願いします。 
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本日のアジェンダですが、1 番から 5 番まであります。 
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まず世界的課題ですが、世界を見てみましょうということで、皆さんと一緒に世界を俯瞰してみた

いと思います。今、世界、そして社会には様々な課題があります。 
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どんな課題があるかというと、テロリズム、Cyber Security の問題や、人口爆発、あとは世界的、

特に OECD 先進国では Aging の課題、あるいは Race、Territory、最近ではナショナリズムという

ことで、グローバル化と対抗するような動きとして G-zero といった課題もあります。そのほか

Health-care や、Human rights の問題や、皆さんよくご存じの Climate といった課題がありま

す。 

横河電機が今一番見ているのは、この 3 つです。Water、Food、そして Energy。この 3 つの人類

にとっての重要な資源が、連鎖的に Shortage を起こすといったことを見ています。 

特にこの人類の課題の中で、この黄色で色がかかっている 7 つの課題、Cyber Security、Triple 

Shortage、Population、Climate Change、Aging といったところに対して、われわれは貢献して

いこうと考えています。 
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そこでこの SDGs ですが、現中⾧計、TF2020 が今月をもって終了します。4 月から新しい中⾧計

が始まっていくわけですが、今の中⾧計はこの国連が発表している SDGs17 に完全にフルアライ

ンしています。 

この SDGs の中で、特に今日お話ししたい内容がいくつかありますが、まずは 6 番、導入部分と

して特にこの水関係です。 
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人と環境に優しい水社会というところで、皆さんも既に承知のとおりだと思います。 
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少しブリーフィングさせていただくと、ついに最近、今年に入って、1 月 8 日にアメリカで水が先

物取引の対象になったニュースが発表されました。 
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この地球上の水ですが、この地球を取り巻く水は意外と少ないんです。 

海水などが 97.47%、全体の地球上にある全ての水の約 98%を占めています。これをどんどんブレ

ークダウンしていくと、人間が本当にすぐ飲める、真水に近いものは地球上全体の水のたった

0.01%程度しかありません。 
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そのため今、人口は 75 億人ですが、本当に人口 100 億人の時代に今の水環境が耐えられるかとい

うところが、大きな社会課題であるために、毎年 1 月に世界経済フォーラムが開催されるダボス会

議で、ここ数年、テロリズムや気候変動と並ぶように、この水不足が世界 3 大問題として捉えられ

ています。 
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いくつか事例もあります。こちらは米国の事例です。 

アメリカは 50 州ありますが、うち 36 州が既に水不足で悩んでいます。皆さんもよく行かれるで

あろう西海岸や、あるいは中西部。またダムが古くなっていることもありまして、昔のフーバーダ

ムをはじめ、様々なダムがありますが、既に 40 年、50 年経ってしまっているというダムの老朽化

もあり、水の量がご覧のように減ってきています。 
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アメリカだけではなくて中国もそうです。最近、黄河が海に届かない川と言われるようになってき

ました。 

この黄河には、三門峡ダムというダムがあります。ほかにもいくつかダムはありますが、ダムはあ

るにしろ、河口、海に近いところはご覧のようにもう水がほぼない。 

水量の問題と並行して、水質の問題も同時にあるのが、中国にとっての大きな悩みになります。 
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この水ですが、日本は幸いなことに水が豊かな国のため、われわれは普段生活の中で水道の水も飲めま

すし、皆さんの中で苦労されている方はいらっしゃらないと思います。 

仮想水という考え方があります。簡単にいうと、何をつくるにしても当然水が要りますよということで

す。例えば、トウモロコシ 1 キログラムをつくるのに、水が 1,800 リットル必要であったり、牛肉 1 キ

ログラムをつくるのに 3,600 万リットルの水が必要であったりということです。ものをつくるのに、水

がその背景で必要になってきます。 

ここには書いてありませんが、例えば庶民的な食材として、牛丼やカレーライスがありますが、あれは

1 杯つくるのにどれぐらいの水が必要かというと、約 1 トン必要です。皆さんのご自宅にある家のお風

呂の浴槽の水は満杯にした場合大体 200 リットルぐらいですので、浴槽の水の 5 倍の水が牛丼 1 杯、

カレーライス 1 杯分に必要になります。 

この仮想水という考え方になると、アメリカに次ぐ日本は世界第 2 位の水資源消費国であるということ

です。ある意味、輸入しているといっても過言ではないということで、日本は幸いなことに水について

は今のところあまり苦労していませんが、今後は水に対しても、この仮想水という考え方をもとに考え

ていかなくなってくると思います。 
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この水に関する社会動向は、この数年で大きく変わってきました。新興国であったり、エマージン

グであったり、あるいは第三国といったところは、もともと水インフラが弱いこともあって、水の

問題はありましたが、最近、先進国における水の課題がかなりハイライトされるようになってきま

した。 

当然、先進国は人口も多く、そして工業も発達しているので、水の使用量も多く、どんどん規制が

厳しくなってきています。そのため、この規制、特に下水関係、今度は下水を上水に戻すといった

こともあるのですが、米国のほうでもこの規制が大きく変わろうとしています。こういったところ

が、この水環境を取り巻く中で大きなチャレンジになりつつあります。 

地球が干からびてしまわないように、横河電機が今後社会に貢献する目標として、この水問題を考

えています。 
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次に、横河電機のコア・コンピタンスと社会貢献の目標ということについてお話させていただきま

す。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
18 

 

 

横河電機は 1915 年という第 1 次世界大戦の 2 年目に起業しました。横河民輔がファウンダーです

が、今年で 106 歳の会社になります。 
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この 106 年の歴史の中で、横河電機は過去 2 回、戦略的転換期を抜けてきました。大きくビジネ

スポートフォリオを変えてきたわけですが、今日現在の横河電機のコア・コンピタンスは 3 つあり

ます。 

1 つ目は、まず測ること、メジャメントです。これは言い換えるとセンシング技術、センシングテ

クノロジーということになります。 

2 つ目は、測ったらその後に制御することです。DCS、分散型コントロールシステムというのは、

横河電機が世界で最初に開発しました。目に見えていないものを計って可視化して、それを制御す

るということです。 

そして 3 つ目、そこから得られる情報、データ、インフォメーションです。 

これが横河電機にとっての 3 つのコア・コンピタンスだと思っています。 
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この 3 つのコア・コンピタンスをもとに、先ほどの 17 個の SDGs のタイルを分析しました。その

結果、ご覧の 8 つのタイルに貢献できるという結論に達しました。 

よって今の横河電機の中期事業構想、⾧期経営構想に関しては、この SDGs がかなり色濃く出てい

ることになります。 
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その後、さらに分析を続けた結果、現在は 12 のタイルに対して、横河電機が貢献できるという考

えを持っています。それも先ほどの 3 つのコア・コンピタンス、これを転用することができると、

領域展開することができると考えております。 
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今から約 4 年前に、2050 年に向けて目指す社会の姿ということで、サステナビリティ目標 Three 

goals を発表しました。 

環境に対しては Net-Zero Emissions、ソーシャルに対しては Well-being、エコノミーに対しては

Circular Economy、2050 年に向けて、この 3 つのゴールについて数値目標をもってチャレンジし

ていこうということを、4 年前に意思決定をして公開したことになります。 
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それらの背景をもとに、今後はこのバイオロジーの分野に挑戦していこうと考えました。 
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この⾧期経営構想についてまずお話ししたいと思います。 

この⾧期経営構想をつくる上で、われわれは 3 つのテーマをテーブルの上に載せました。 

1 つ目がこの Biology、2 つ目が Universe、3 つ目が Under the Sea、この 3 つを横河電機の⾧期

経営構想としてチャレンジしていこうと約 4 年前にテーマアップしました。 

もちろん、この 3 つを同時にやりたかったのですが、さすがにリソースも限られているということ

で、現在はこの最初の 1 つ、バイオロジーの分野に対して、われわれは取り組んでいます。 
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先ほどと重複になりますが、2030 年に向けての SDGs、そして 2050 年への横河のサステナビリテ

ィ目標ということを常に念頭に置き、そしてコア・コンピタンスであるメジャメント、コントロー

ル、そしてインフォメーション、この 3 つをバイオロジー分野に対してピボットしていこうという

ことになります。 
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われわれは、このバイオロジーへの挑戦は決して飛び地だとは思っていません。ピボットすると考

えています。今までは 3 つのコア・コンピタンスを主にハイドロカーボンのエリア、オイルアンド

ガスやケミカルといった産業の中で貢献してきました。特にエネルギー産業界やケミカル産業界の

発展に寄与してきたわけですが、これからは 3 つのコア・コンピタンスを使って、バイオロジーの

分野にも貢献していこうと考えています。 

今日お話しするのは、ライフイノベーション・安全ということで、医療、食品などのライフイノベ

ーション分野への横河のチャレンジということをフォーカスしてお話しします。 
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続いて YOKOGAWA のバイオロジー分野の戦略ということで、今日は 3 つのトピックを共有させ

ていただきたいと思います。 
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今、デジタルトランスフォーメーションということは皆さん、もう耳にタコ状態だと思いますが、

非常にたくさんの技術があります。 

ここでわれわれが考えないといけないことは、2030 年に向けてこれらのテクノロジーがさらに融

合を始めるということです。この技術同士が協業し始めると、今までできなかったことが、ある日

突然、ティッピング・ポイントを迎えて解決することができるようになります。そういう時代に入

ってきたというのが、この次の 10 年ではなかろうかと今、考えています。 
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その中で横河電機の R&D 戦略についてです。 

世界の人口が 2015 年には 72 億人、2020 年、2021 年には 75 億人いると言われていますが、2065

年を過ぎるとおそらく 100 億人を超えるだろうと言われています。 

シナリオプランニングを行った結果、洗い出されたこの Triple Shortage、食糧、水、エネルギー

に対して、われわれは何ができるのだろうかということを考えました。 

そのため今、弊社の R&D センター、イノベーションセンターという R&D のエンティティがある

のですが、3 つのテーマに分けて R&D を行っています。Energy Innovation、Bio Innovation、

Material Innovation です 

この Energy Innovation は今までの横河電機のコアビジネスであるインダストリーオートメーショ

ンです。プロセスオートメーション産業への貢献ということで、ここはどちらかというとインプリ

メンタル・イノベーションのエリアになります。 
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一方でこの Bio、そして Material、ここが横河電機としては、今までのリニアというよりは、どち

らかというとディストラクティブなイノベーションをやろうとテーマアップをしていることになり

ます。 

現在、40 以上のプロジェクトが走っていまして、ポートフォリオ的には 3 分の 1 ずつになってい

ます。この Bio と Material Innovation が、横河電機にとっての新しいチャレンジというエリアに

なりますので、既存のコアビジネスであるインダストリーオートメーションのところとそれ以外の

新しいチャレンジだと、1 対 2 の関係になります。 
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Energy に関してはプラント操業が対象になります。昨年の 12 月の IR DAY において、Automation

から Autonomous への流れや、プラントのクローズドからオープン化へといった、2 つの大きなト

レンド、またロボティクスの話をさせていただきましたが、ここはまさに横河電機としても今後も

継続してやっていくところです。さらにここもイノベーションのヘッドルームがあると考えていま

す。 

一方、Bio は、医薬、そして食品を対象にしています。Material は新素材の分析、検査を対象にし

ています。 
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このバイオですが、バイオといっても実はいろいろなものがあります。 

特にわれわれが今見ているのは 2 つです。バイオマスマテリアルと、バイオプロセスです。 

1 つ目のバイオマスマテリアルは、バイオマスを原料にバイオマテリアルを生産し、その生産する

ときに主に化学的方法、ケミカルを使ってバイオマスをバイオマテリアルに変換していくエリアで

す。 

2 つ目がバイオプロセスです。これは生物機能を利活用してバイオマテリアルを生産していくとい

うことで、生物の力でマテリアルをつくる分野です。 

今、われわれはこの両方をやろうとしています。特にバイオプロセスは最近、バイオミミックとい

う言葉もありますが、生物の力を利用して新たなマテリアルをつくっていくことになります。 
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その中で今日は 2 つほど、われわれが今、何をやっているかということでご紹介したいものがあり

ます。 

まずは多品種変量生産への貢献ということです。 
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これは既存の医薬関係のフローになります。左から流れていきます。 

まず創薬の研究、そしてプロセス研究、生産です。創薬研究の部分は主にラボラトリーで、サイエ

ンスのエリアになります。ここが通常、医薬の世界では時間がかかるところです。10 年以上の時

間を要しているのが、この研究の部分です。そしてラボでできたら、今度は量産する必要があるの

で、その後プロセス研究に入って、生産になるという一連のフローです。 

この既存のフローの中でも、既に横河電機はいくつかそろえているので、これについてはこの後、

中尾のほうから横河電機のライフイノベーション事業本部としての今の状況を、皆さんにお伝えす

ることになると思います。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
35 

 

 

創薬研究においては、最先端のバイオマス技術は、先ほどの絵でいうとまだまだサイエンスのレベ

ルです。例えばこの後出てくる再生医療など、まだまだ研究所のレベルです。そのためインダスト

リーにするには、何かが足りないことになります。 
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では一体何が足りないのか。それはエンジニアリング・テクノロジー（ET）が抜けているという

ことです。 

つまり研究所でいくら良いものができても、それを量産化できなければ、これはインダストリーに

はなりません。今、一番欠けているのはこの ET であるということです。 

横河電機は過去 40 年以上、このプラントの世界で生きてきました。そのため技術としても商品と

しても経験としても、この ET というものに対して非常に⾧けているとわれわれは自負していま

す。 

われわれは、まずこのバイオの世界でもこの ET をサイエンスにプラスして、新しいバイオロジー

の世界、産業を実際にインダストリーとして立ち上げたいということのお手伝いをしていこうと考

えています。 
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そのうちの 1 つの、今の R&D の中で今日お話しできるのは、この微生物管理への貢献ということ

です。 
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超高速 DNA センシングという新しいセンシングテクノロジーを今、開発しています。 

世の中にはたくさんの食材、あるいは今回 COVID-19 による PCR 検査など、いろいろなものを検

査するニーズが、至るところに転がっています。 
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牛乳、飲料水、野菜、あるいは歯みがき粉など、人間が口にするものは、必ず微生物にコンタミネ

ーションがないかどうかを企業は検査することになっています。 

そのため工場から、例えば瓶に蓋をしてすぐに出荷できますかというと、そうではありません。い

くつかサンプリングして、微生物にコンタミネーションがないかどうかを検査して、問題がなけれ

ばようやく出荷できるということが、今の工程の中に含まれているということです。 
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こちらのスライドが実際のフローを表しています。スライドの上の半分、原材料から右に工程が進

んでいきますが、出荷に至るまで様々なところでの検査（白抜きされているボックス）が必要にな

っています。 

例えば出荷前検査においては、いくつかのものに対してサンプリングをかけて、それをシャーレの

中の培養液に付着させて成⾧させるという、菌を増やす培養の工程があって、そこから検査センタ

ーに持ち込まれて検査しますので、この検査の結果が出るのにおおよそ最低でも 5 日、大体 1 週間

ぐらいは要しているということです。 

この 1 週間というのは、企業から見ると相当無駄な時間です。これが在庫として実際にはカウント

されるわけです。そのためわれわれとしては、今 1 週間かかっているところを改善したいと思って

います。 
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また培養法もテクニックが要りますし、さらにそれを遺伝子検査しなければならないということ

で、どちらに対しても専門性が必要になっています。誰でもできるものではないという課題も同時

にございます。 
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われわれは、まさにこの 100 年間変わらない Classical-Biotech に、圧倒的な迅速性という革命を

起こすことを目指しています。1928 年にペニシリンを発見した時代から、今のこの 2020 年とい

う令和の時代においても、ほとんどこのエリアは何も変わっていないところです。 
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われわれは、超高速 DNA センシング技術を使って、先ほどお話しした微生物検査において、検査

結果を得るのに 1 週間かかっているところを 60 分で済ませるようにすることを目指しています。

さらに培養する必要性はなく、特別な専門家ではなくても検査できるような、そういった環境を提

供しようということで、今、このセンシングテクノロジーを開発中です。 
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センシングテクノロジーは、今ご紹介したような口に入るもの、このフード・チェーン以外にも、

このスライドの下半分に応用分野と書いてありますが、環境モニタリングや、上水・下水、あるい

は再生医療分野における QC、COVID-19 のような感染症診断など、いろいろな分野にニーズがあ

ると捉えています。 
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続いて、細胞についてです。皆さんの体の中には細胞が 1 人当たり約 60 兆個入っています。 

それぞれに DNA があるので、人間 1 人 1 人がビッグデータといっても過言ではないかなと思って

います。 

臓器がたくさんあるわけですが、われわれから見ると、細胞の中でプロセスが起こりますので、こ

のセル 1 個が 1 つのプラントのように見えています。そこで Cell as a Plant というコンセプトで

す。 
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Cell as a Plant の 1 つの貢献として今、R&D しているのが、再生医療への貢献です。 
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最初に iPS 細胞があって、それが特定細胞になっているということで、2012 年には京都大学の山

中先生がノーベル賞を受賞されたということでした。 
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この特定細胞をさらに組織化していかないといけない、つまり最終的には臓器にしていかなければ

ならないということで、まず幹細胞を特定細胞にして、それをさらに組織細胞にすることが必要に

なってきます。 

そのためにはこの特定細胞に対して、様々な信号、刺激を、それも絶妙なタイミングで与えること

が必要になってきます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
49 

 

 

そうすることによって、いろいろな細胞、いろいろな組織細胞が誕生して、それらができて初めて

1 つの臓器ができるようになってくることになります。 
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この再生医療への道ということで、まず社会的背景は、これも皆さんよくご存じだと思うのです

が、人工透析の人口は今、どんどん増えています。この間ニュースにもなっていましたが、日本に

おいてもこの人工透析の数は年々増えていて、日本の国自身が今、拠出している金額も年間 1.6 兆

円、これは今後、もっともっと増えていくと思います。 

また、この例えば腎臓移植においても、待ち行列がたくさんあります。現在、約 1 万 3,000 人を超

える人たちが、この臓器提供を待っている、ドナーを待っているということです。海外にいくと、

さらにこの数が莫大に増えていくということでございます。 
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誰でも必要なときに移植が受けられるためにということで、この臓器をタイムリーに製造していく

ということで、最近、まだ流行ってはいませんが、人工肉というのが割とトピックになりがちです

が、もう人工肉の比ではないということですね。幹細胞をこういった具体的に臓器にするには、

様々なチャレンジがまだ横たわっていることになります。 
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これは大きなギャップがあるということです。この皆さんから向かって左側が、人工で作製できる

組織ということで、iPS のような、ES 細胞のような幹細胞を培養するには、平面培養と 3 次元培

養という 2 つの方式があります。 

一方で、生体で作製できる臓器が右側にたくさんあるのですが、組織も臓器も全くつくれていない

状況が、今のこの分野になっています。そこには大きな課題があるからなんですね。 
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その 1 つの課題がこれです。iPS 細胞に対して分化信号を適宜与えていかなければならない、つま

り変化させなければならないということで、この分化誘導因子というものが重要になります。この

分化誘導因子を絶妙なタイミングで与えることによって、それが 3 次元細胞に変わっていくことに

なります。 
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現在、この細胞そのものが、あまりよく測れていないという大きな課題が実はあるんですね。測ら

れていないものに対しては、治す、ないしつくれないという大前提がありますので、まずわれわれ

はここの測るところ、生体同様の環境提供を実現させていこうと、つまり信号を生体同様に正しく

伝達させるための R&D をしているというところになります。 
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最後、5 番目、YOKOGAWA の R&D 戦略をお話しして、私のポーションは最後にさせていただき

ます。  
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今現在、横河電機は R&D センターを世界各国にいくつか持っていまして、東京三鷹にまずありま

す。あとはオランダ、アメルスフォールドであったり、インドのバンガロールですね。さらにアメ

リカのスカボローです。 

そして最近、昨年ですが、スイスのバーゼルというところに、横河電機としては初めてのバイオの

ためのセンターオブエッセンス、COE を立ち上げました。既に何名かが赴任して、R&D 活動をス

イスのバーゼルでも現在行っています。 
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共通のことは、と書いてありますが、どのようにこの世界各国の R&D センターを使いながら、

R&D 活動を推進していくかということで、先ほどの 3 つのカテゴリーに分けて、現在 40 を超える

プロジェクトが進行しているということです。 

先ほどご紹介した超高速バイオコンタミソリューションや、あるいは生体再生医療へのソリューシ

ョンといったものも、その中の 1 つに含まれているということになります。  
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先ほどの重複になりますが、3 つのテーマ、特にまずはバイオロジーということなのですが、横河

電機の中ではなかなかバイオのイメージがございません。  
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そこでわれわれは一昨年、こういった広告を打ちました。ある媒体様の新聞に大きく広告と、また

山手線のトレインジャックをさせていただいて、こういった広告を出しました。 

横河電機なのに iPS 細胞について考えている、や、YOKOGAWA は今、地球の相続について考えて

いる、といったような吊り広告を出させていただきました。 

これはちょうどリクルーティングの時期もあったので、今までにない分野から学生さんを募るため

ということで、こういった広告も出させていただきました。 

 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
60 

 

 

そして今現在、われわれのマーケティングメッセージとしては、これです。地球の物語の、つづき

を話そう、ということを今、一つのわれわれのバズワードとして、これを英語にもして世界各国に

発信を続けていこうということになります。 

この地球全体の物語の続きを話したいといった人たち、パートナーと今後もこのバイオロジーにお

いて、地球環境の改善、SDGs へのチャレンジをやっていきたいなと思っています。 

以上で、私の向こう 3 年から 5 年のお話をさせていただきました。 

ではこの後、引き続きまして、向こう 3 年以内の話として、ライフイノベーション事業本部の中尾

のほうにバトンタッチしたいと思います。 

ご清聴どうもありがとうございました。 
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中尾：皆様、こんにちは。ライフイノベーション事業本部の中尾でございます。本日は、先ほど中

谷からもお話しさせていただきましたが、2019 年の 12 月に開催しましたサステナビリティ説明会

におきまして、私からご説明させていただきましたライフイノベーション事業の活動のアップデー

トや進捗、またバイオ、細胞再生医療など、こういったところの取り組みについてお話を申し上げ

たいと思います。 
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アジェンダですが、今日はこの 2 つについてお話を申し上げたいと思います。 

1 つはわれわれの目指す方向性、そして事業の進捗についてご紹介したいと思います。 
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まず私の自己紹介でございます。私は 1989 年に横河電機に入社しまして、紙パルプのお客様を担

当するエンジニアをずっと担当しており、2004 年から中国、韓国、台湾の担当に移りました。そ

の後、中国のほうに赴任をしまして、上海、北京で駐在し、石油、石油化学のお客様を主に担当さ

せて頂きました。 

2007 年に帰任しまして、そこから食品、医薬品のお客様を担当、2016 年からは関西に赴任しまし

て、そこでは石油、石油化学、化学のお客様と併せて、食品、医薬品のお客様も担当してございま

した。 

2019 年 4 月から現在のライフイノベーション事業本部を担当し、現在に至っております。よろし

くお願いします。 
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まず方向性です。 
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私が担当しておりますライフイノベーション事業本部ですけれども、中期経営計画 TF2020 の基本

戦略における新事業とビジネスモデルの変革への挑戦というところに位置づけられておりまして、

2018 年 4 月に発足しました。初代の事業本部⾧が、現在の社⾧の奈良でございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
66 

 

 

こちらがライフイノベーション事業の確立に向けた詳細になります。少しビジーなスライドで申し

訳ございません。 

私どものミッションですけれども、医薬品・食品産業を中心とした、人々の安全で豊かな生活を支

える事業の確立であり、計測・制御・情報、これらの技術を用いて基礎研究から物流・サービスま

で、バリューチェーン全体での生産性革命の実現を目指しております。 
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こちらが私どもの 2030 年に向けたあるべき姿というものを考えましたビジョンです。 

「私たちは世界に先駆け Bio Industrial Autonomy を実現し笑顔で暮らせる社会の発展に貢献して

続けます。」というこのビジョンを掲げて、はかる・みる・つなぐという横河の強みやコア技術を

生かして、医薬・食品、そしてバイオといった領域を中心に事業拡大を目指している状況でござい

ます。 
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Bio Industrial Autonomy の実現を目指す四つの事業セグメントとしまして、Life science 

business、Bioprocess business、Pharmaceutical business、Food & Beverage business、この

4 つの事業領域を設定しました。さらに新しい事業を探索するということで、これもプラスで加味

した活動を現在展開しておる状況です。 

この 2030 年に向けては、はかる・みるのコアの技術の深耕と強化、そして新しい技術の探求・獲

得により、市場におけるユニークかつ絶対的なポジションを確立し、ヒト、モノ、情報をつなぐ力

を駆使し、Automation から Autonomy への変革者になりたいと考えてございます。 
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それでは、事業の進捗につきましてご紹介したいと思います。 

まず事業の範囲ということなのですが、先ほど申し上げました 4 つの事業ですね。左側の黄色い部

分が Life science business。そして右側の水色の部分、ここが先ほど申し上げました

Pharmaceutical business と Food＆Beverage business の生産領域へのソリューション提供、こ

こに該当します。そして真ん中、ここは新しい製品を開発しているところになりますけれども、

Bioprocess business ということになります。 

この 4 つに対して、さらに新規の探索ということで、M&A・アライアンス、こういった活動を続

けながら、私どもはこのライフイノベーション事業をやっております。 

ちなみにこのオレンジ色の部分でございますけれども、バリデーション、校正業務においてライフ

タイムで付加価値を提供しているエヌケイエス、そして粒子観察ソリューションの米国企業であり

ます Yokogawa Fluid Imaging Technologies、こちらをそれぞれ 2018 年 12 月、昨年の 4 月に

M&A いたしました。 
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現在もこういった戦略的なアライアンス、M&A を検討し、ビジネス拡大をねらっている状況でご

ざいます。 

おかげ様で、2019 年度、Life science business と医薬、食品のこの領域、こちらにつきましては

過去最高の売上を達成することができました。 

また新事業として活動してまいりました 1 細胞解析ソリューションとバイオ抗体医薬生産ソリュー

ション、こちらにつきましては SU10 と BR1000 といった新しい製品をリリースすることができま

した。こういった新事業におきましては、われわれは資本コストを意識しながら、これを上回る利

益を目指してまいりたいと考えてございます。 
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それでは、この 5 つの分野についてご紹介したいと思います。 
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まずはライフサイエンスビジネスです。 

 

  



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
73 

 

 

こちらは共焦点スキャナユニットやハイコンテントアナリシス、1 細胞解析が含まれてございま

す。 

まず横河電機は、1996 年に共焦点スキャナユニット、CSU シリーズを販売しました。これまで 20

年以上の歴史がございます。この共焦点スキャナユニットは現在、全世界で 3,400 台の販売実績が

あり、この技術は通常の光学顕微鏡とは異なり、生きた細胞を 3D で観察することができ、基礎研

究分野だけでなく、学会や大学、製薬会社での応用研究や創薬プロセスにも利用されている状況で

ございます。 
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ライフサイエンスビジネスの規模ですけれども、まだまだ小さいのですが、FY16 で 15 億円規模

でありましたが、おかげ様で FY19 には 30 億円規模に達しておりまして、3 年で約 2 倍に成⾧し

ている状況でございます。 
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またこれはトピックスですけれども、われわれのこの共焦点スキャナユニット、CSU シリーズ

は、これを搭載しました顕微鏡システム COSMIC、この左側の写真ですが、こちらが国際宇宙ス

テーション、ISS の日本初の有人実験施設であります「きぼう」においてもご使用いただいており

ます。横河電機は宇宙空間での生命科学の実験に、微力ではございますが貢献しているというトピ

ックスでございます。 
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続きまして、横河電機のハイコンテントアナリシス、CellVoyager シリーズですけれども、世界各

国のアカデミアや製薬企業の皆様にご使用いただいております。 

現在、猛威をふるっております COVID-19 におきまして、研究支援、ワクチン開発の実験に多

数、横河製品が使用されており、こちらに表示されている機関は主な使用先の一例でございます

が、これ以外にも世界的な製薬企業にも多数、使用されている状況です。 
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この中から、いくつか例をご紹介したいと思います。 

まずはアメリカのミシガン大学です。 

こちらでは治療方法の早期開発のため、既存薬を用いた COVID-19 治療薬のスクリーニングを実

施しており、ウイルス感染細胞の形態プロファイリングにご活用いただいているというお話です。 
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続きまして、こちらはイギリスのブリストル大学の例でございます。 

こちらではウイルスの細胞への侵入、感染、複製といった重要ステップのメカニズム解明にご使用

いただいているものでございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
79 

 

 

次に、こちらはフィンランドのヘルシンキ大学でのお話です。 

こちらではオルガノイドを用いて、SARS-CoV-2（サーズコロナウイルスツー）の感染メカニズム

を 3 次元的に解析する実験にご活用いただいているというお話でございます。 
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最後になりますけれども、こちらはドイツのシャリテ大学の例でございます。 

こちらは SARS-CoV-2（サーズコロナウイルスツー）に感染した患者由来の病理組織を用いて、

ウイルスに感染した様々な臓器の病態生理学的特徴の研究にご活用いただいているというお話でご

ざいます。 

これらは公開をご許可いただいたものになります。これら以外にも国内、海外、多数の大学研究機

関で、この横河電機のハイコンテントアナリシスシリーズ、CellVoyager をお使いいただいている

状況でございます。 
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次に、1 細胞解析ソリューション、こちらについてご紹介差し上げたいと思います。 

現在、がん等の疾病の発症や進行の原因究明により、発症を未然に防ぐ、またはそれらの有効な治

療薬や治療法を生み出すため、一つの細胞、1 細胞の研究に関心が高まっています。 

そこで私どもは 2 種類の製品を発売および開発中でございます。 

１つは左側、超低侵襲スマートインジェクター、製品名は SU10 と申します。もう 1 つが右側、現

在開発中でありますシングルセル全自動マニピュレータでございます。 

大きな違いですけれども、ピペットのサイズでございまして、左側の SU10、こちらがナノ、右側

の全自動マニピュレータ、こちらがマイクロサイズというものでございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
82 

 

 

市場なのですが、1 細胞解析市場は 2019 年の約 2,200 億円から、2025 年には約 5,800 億円に拡大

が見込まれております。 

われわれ横河電機がねらう市場は、オレンジ色の装置の部分になりまして、ここで見るとちょっと

小さいですけれども、1,810 億円、こちらの中の約 10%が、われわれがねらうターゲットの市場に

なると考えてございます。 
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この SU10、超低侵襲スマートインジェクターでございますけれども、研究分野向けに昨年の 3 月

に日本の国内で、今年の 2 月に北米、中国、欧州、こちらにおいて発売を開始いたしております。 

本製品は、先端径が数十ナノメートルのガラスピペット、ナノピペットと呼んでおりますが、こち

らを採用しており、1 つの細胞に遺伝子や薬剤などを自動で直接注入したり、個々の細胞内物質を

生きたままで採取したりできるようになるものでございます。 
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この SU10 の技術は、昨年発表になりましたノーベル化学賞を受賞しましたゲノム編集、CRISPR-

Cas9、こちらの実験に適用できるのではないかと期待をしてございます。 

現在は東京理科大学様などと検討を進めておりますけれども、従来 30%から 40%であった成功率

が、この SU10 を使いますと 70%から 80%という高い成功率を収めているという報告を受けてご

ざいます。 

ご存じのとおり、ゲノム編集は、生命現象の解明や創薬、細胞医療、遺伝子治療、エネルギー、農

林水産など、様々な分野に応用されますので、大きな可能性を秘めているといってもよろしいかと

思います。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
85 

 

 

ゲノム編集では遺伝子に試薬や薬剤を注入することで、遺伝子が切断される仕組みになります。そ

の方法ですが、大きく分けて物理的、化学的、生物学的、この 3 つに分かれておりまして、われわ

れ横河電機の装置はこの物理的導入法に分類をされます。 

方法としてはこのインジェクションというタイプで、今回はナノインジェクションのものでござい

ます。 
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こちらのページから、エレクトロポーションとの比較をお話し申し上げたいと思います。 

これが比較になるわけですけれども、汎用的な、今、技術で使われておりますエレクトロポーショ

ン、この実験では電気刺激で細胞膜に穴を開ける、そして試薬や薬剤を注入するというやり方にな

りますけれども、やはりランダムでの注入になり、どの細胞に注入されたか分からない、あるいは

細胞に与えるダメージが大きく、どれぐらいの量を注入したのか分からないといった課題があると

聞いてございます。 

一方、この SU10 では、特定の細胞、ねらった細胞への注入が可能でありまして、細胞へのダメー

ジも大変少なく、成功率も場合によっては 95%といった例もございました。こういったことを実

現しまして、細胞表面を検知し、穿刺を自動化してございますので、誰でも簡単に操作が可能とい

ってもよろしいのではないかと考えております。 
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それでは SU10 のイメージ動画をつくってみましたので、こちらをご覧いただければと思います。 

本装置のピペットサイズですけれども、ナノサイズということで、細胞にダメージが少なく、幅広

い物質を自動的に注入できます。標的の細胞や核に選択的に薬剤を注入でき、当社調べでは約

95%という高い成功率を実現しています。 

先ほども紹介しましたゲノム編集や細胞内導入が難しい初代培養細胞、植物細胞への注入が可能に

なってございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
88 

 

 

続きまして、こちらはマイクロサイズのほうのお話です。シングルセル全自動マニピュレータ、こ

ちらは開発中のものですが、こちらのご紹介をしたいと思います。 

これまでにも 1 細胞を単離する、剥がすという装置は他社様の製品でも開発されておりますが、そ

れと横河電機の装置の差別化は、この単離だけではなく、細胞内の標的の部位のみを自動で吸引す

ることができる点と申し上げてよろしいかと思います。 
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また既存の装置の多くは、1 細胞の単離で培養中の細胞を一度剥がして、懸濁液をまずつくり、そ

の中からソーティングをして一つの細胞をとってきます。われわれはこの方法をランダム型細胞サ

ンプリング、網羅型と呼んでおります。 

この方法は、一度に大量のサンプルを回収することができるという利点がある一方、もともとどこ

にあった細胞なのかということが分からない、また、どういった形状、どういった位置にあったの

かといった関係性が分からないサンプリング方法になってしまいます。 

一方、横河電機の装置は、培養中の状態から特定の細胞のみをサンプリングすることができます。

われわれはこの方法をターゲット型、標的型サンプリングと呼んでおります。 

この方法は細胞を剥離する必要がありません。したがいまして、位置情報や形態の情報を保持した

ままのサンプリングが可能になる製品でございます。 
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それではこちらのシングルセル全自動マニピュレータ、こちらのイメージ動画をご覧いただきたいと思

います。 

この装置は、培養中の細胞をスキャンし、例えばですけれども核のサイズといった条件で、画像を解析

します。 

核のサイズが上位の細胞から、ターゲットとして細胞を選択します。あとはスタートボタンをクリック

するだけで、自動でサンプリングがスタートします。本装置は全自動システムであり、位置情報や形態

情報を保持したまま、サンプリングが可能です。このサンプリングした細胞は PCR プレートなどの容

器へ吐き出すこともできます。同じウェルに複数サンプルをプールすることも可能です。 

こちらは細胞内成分のサンプリングになります。細胞内成分のサンプリングは、例えばターゲットとす

る小器官を蛍光標識することで、その場所をねらって吸引することができます。 

また、共焦点顕微鏡でスキャンしますので、立体的な高精細画像を撮像することができるほか、吸引す

る位置の高さを精密に制御することが可能です。こちらについては横河電機のハンドラの位置決め技

術、こちらが応用されているわけです。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
91 

 

 

それでは続きまして、バイオプロセスビジネス、こちらについてご紹介したいと思います。 
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まずはバイオ抗体薬生産ソリューション、こちらのご紹介です。 

バイオ医薬品の拡大に向けて、バイオ医薬品生産の安定化、効率化に貢献するため、私どもはアド

バンストコントロールバイオリアクターシステム、BR1000、こちらを今年の 1 月にセールスリリ

ースいたしました。 

BR1000 は、われわれ横河のコア技術であります、計測と制御、こちらの強みを生かし、インライ

ンセンサにより培養液のグルコース/乳酸、生細胞数を計測し、計測したデータをもとに細胞培養

を予測して制御することで、バイオ医薬品生産の効率化を目指しております。 
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こちらがバイオリアクターの市場規模になります。 

市場は、2025 年に 4,335 億円という規模に拡大することが見込まれており、CAGR も年々拡大し

ていくと見られてございます。 

BR1000、こちらのラボリアクターは、ラボ用途の動物細胞培養がターゲットになりますので、こ

のグラフでいくと一番下の紺色の部分になります。今後はこの上の部分の生産スケールの展開、あ

るいは微生物の培養、こういったことにも拡大をしてまいりたいと考えてございます。 
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近年、バイオ医薬生産は、連続的に培養を行う生産方法への期待が高まっております。現在、私ど

もは、ラボレベルのリアクターを販売してございますけれども、今後は生産リアクター向けの高度

計測・制御ユニットの開発、生産効率向上や品質確保に向けた技術開発、連続生産実現に向けた事

業範囲の拡大にも取り組んでいきたいと考えております。 

また横河電機が⾧期経営構想として掲げております、バイオエコノミー分野への展開を目指し、産

業化への発展へ貢献してまいりたいと考えております。 
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続いて Pharmaceutical business です。医薬の生産領域へのビジネス展開です。 
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こちらが、医薬品を中心に展開しておりますソリューションマップです。医薬品では、原薬プラン

ト、製剤プラントを中心に製造管理、品質管理、業務支援などの製品やソリューションを提供して

おります。これによってスマートファクトリの実現に貢献しております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
97 

 

 

こちらは、医薬品業種のお客様における、主な導入事例の一部分になります。 

製造実行システム、生産管理、品質管理、設備保全管理など、大手の企業様にも数多くの製品ソリ

ューションをご提供させていただいております。弊社のホームページにも具体的な事例が記載され

てございますので、ぜひご参照いただきたいと思います。 
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また私どもは医薬品の生産ビジネス、この分野においては国内での知見を海外に展開する活動を進めて

ございます。 

医薬品の製造工場におきましては、医薬品の製造管理および品質管理の基準といわれております、

Good Manufacturing Practice、GMP と呼ばれておりますが、こちらに準拠した品質活動の必要性が急

速に高まっており、これに対応するために 2020 年 2 月に国内で展開しておりました品質情報管理シス

テム、LIMS と呼びますけれども、こちらを OpreX シリーズの OpreX LIMS という新しい名称でグロー

バルに販売を開始いたしております。 

また右側でございますけれども、医薬品、医療機器工場の製品を製造、試験、保存するといったエリア

では、先ほどの GMP やクオリティマネジメントシステムなどの規制に準拠して、空調設備や試験設備

等の温度、湿度、室間の差圧、空気中の微粒子など、こういった環境データを担保されたデータとして

記録、管理することが求められております。 

これらの課題に対応するために、環境モニタリングシステム、OpreX Environmental Monitoring 

System、われわれの中で EMS と呼んでおりますが、OpreX EMS、こちらを開発しまして、昨年の 10

月に国内、海外向けにリリースしたところでございます。 
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また、われわれは再生医療向けに生産管理システムを開発しております。 

原薬や製剤向けの生産管理システムは、弊社も含めいろいろなベンダー様が製品を持っておられま

すけれども、原料をはじめそのつくり方、品質管理の方法が異なっております。 

再生医療向けの製造にフィットした製品が世の中にはないため、最適なソリューションをお客様と

ともに現在開発中でございまして、来年の完成を目指して、現在取り組んでおる状況でございま

す。 
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続きまして、Food & Beverage business、食品の生産に向けたビジネスでございます。 
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こちらが、食品業種のお客様に展開しておりますソリューションマップでございます。 

われわれが担当しております、先ほどの医薬品およびこちらの食品に対しましては、横河電機の主

力製品であります DCS、あるいは伝送器、流量計、こういったものも販売してございますが、製

造実行システムや生産管理システム、品質情報管理システム、基幹系システムなど、こういった情

報系のビジネスの販売の割合が高いといったことが特徴でもございます。 

食品のお客様においては、原料の入荷から製品の出荷までの情報をシームレスにつなぐ工場の実

現、こちらを目指してございます。 
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こちらは食品のお客様における主な導入事例の一部になります。 

生産スケジューラや製造実行システム、レコーダ、設備保全管理などをご提供させていただいてい

る状況でございます。こちらもホームページに一例がございますので、ご参照いただければと思い

ます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
103 

 

 

こちらは食品のお客様の一例なのですが、DX、デジタルトランスフォーメーションによるスマー

トファクトリのお話でございます。 

こちらは、新工場におきまして IoT 技術を活用し、搬送機器、ロボット、製造設備の統合を行い、

効率化と最小人数でのオペレーションを実現されております。 

また、デジタル化により、その状況をリアルタイムにどこからでも確認できるだけでなく、集約し

たデータを解析し、品質確保、安全性の追求、コスト削減に寄与する KPI の提示とトレーサビリ

ティも実現しております。 
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最後になりますけれども、Development of new businesses ということで、新規の事業探索で

す。こちらをご紹介したいと思います。 
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われわれライフイノベーション事業本部は 2018 年に発足しました。こちらが、発足以降、われわ

れのこの事業本部に関するトピックスの一覧でございます。 

2018 年、2019 年におきましては数件でありました。しかしながら 2020 年におきましてはご覧の

とおり、10 数件の内容が発表できるところまでにきております。 

中でも、この水色の部分が M&A、アライアンスの関連でございまして、例えば 2018 年の 12 月

が、先ほど申し上げましたエヌケイエスの M&A になります。2019 年、この水色ですけれども、

ナノピペット技術、これが先ほどご説明申し上げました SU10 に適用された技術買収でございま

す。 

2020 年、まず 4 月に Fluid Imaging Technologies を M&A いたしました。また 7 月には、先ほど

阿部が申し上げましたヨコガワ・イノベーション・スイス、こちらの設立がなされましたし、12

月においては InSphero との、これはライフサイエンスのビジネスでございますが、こちらにおけ

るパートナーシップ契約の締結ができました。 
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またペプチスターへの出資もこの 12 月に完了いたしました。さらにはバイオ、ライフサイエンス

に特化したベンチャーの投資ファンドにも出資をしたという発表をさせていただきました。 

そして今年の 2 月、ICQ Consultants、アメリカの会社様とパートナーシップ契約を締結しまし

た。そしてこれも同じく 2 月でございますけれども、HIROTSU バイオサイエンスとの資本業務提

携契約を締結いたしました。 

これからもどんどんと、こういった M&A、アライアンス、こういったところの新規事業を探索

し、ライフイノベーション事業のビジネス拡大をさらにねらってまいりたいと思います。 
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こちらは、ご存じの方もいらっしゃるかもしれませんが、線虫を使ったがん検査サービス、N-

NOSE®を展開されている HIROTSU バイオサイエンス様との資本業務提携契約、こちらのお話で

ございます。 

本契約は、弊社のサステナビリティ目標の一つであります「すべての人の豊かな生活」、こちらに

おける重要な Co-innovation 活動だと考えておりまして、豊かな社会の実現に大きく貢献できるの

ではないかと考えてございます。 

また今後ですけれども、弊社が N-NOSE®で使用する自動解析装置の製造、および保守を担うとと

もに、両社で新しい自動解析装置の開発や N-NOSE®のグローバル展開、これを目指しておりま

す。 

以上で私からの発表を終了させていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

Q：従業員の方のマインドセットを変える仕組みや、新たな分野を事業化する仕組みづくりについ

て教えていただけるでしょうか。 

A： まさに今行っているデジタルトランスフォーメーションの本質も、マインドセット、言い換え

ればコーポレートカルチャーの変革だと思っています。ですので、様々な改革、特に人事関係の改

革を行っています。また、行動変容には IT はもってこいということで、まず全社レベルで行って

おり、まだ現在進行形です。プランはできており、あとはそれをいかにスムーズにできるかという

ところになってきます。 

新規事業は、われわれは数十億円というビジネスサイズをねらっているのではなく、これから数百

億円、あるいは数千億円といった、今のコアビジネスに匹敵するぐらいの新規事業を将来やりたい

と考えています。 

そのためにはタレントが大事で、まず組織でいうと変わったマーケティング本部の体制をとってお

り、R&D や新事業改革も私のところでやっています。これは、プランをすぐに実行に移すためで

す。フェイルファーストの下、失敗を繰り返しながら前に進んでいくためには、様々な組織がある

程度 1 つの組織の中にないと遅くなります。今後、ますます VUCA ワールドで変化が激しくなっ

てくる中で、昔のようななことはやっていられないので、マーケティング本部は今、そういった体

制をとっています。 

Q：LI 事業について、2017 年度 120 億円規模の売上を今期までに 2～3 倍にすることを目指すと

のことでしたが、実際どの程度の規模になってきているのか、利益面でどの程度貢献しているの

か、また次期中計ではどの程度伸ばせそうなのか、教えて頂けるでしょうか。 

A： ビジネスの規模について、2017 年度比 2~3 倍という目標は、2020 年度でほぼ達成できるか

というところです。さらに、次期中計においては、その約 2 倍の規模感でのターゲットになると考

えております。 

Q：ビジネスモデルについて、ご紹介いただいたバイオリアクターやインジェクターは、基本的に

機器中心で、消耗品やアフターのようなものはないのでしょうか。 
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A： 例えば先ほどご紹介しました SU10 のナノサイズのピペットは消耗品です。簡単にいいます

と、1 回実験に使うとそこで 1 本を消費します。したがいまして、例えば細胞が 100 あれば、基本

的に 100 本のピペットを使うことになりますので、そういった消耗品ビジネスということも考え

ながらビジネスモデルを考えている状況であり、決して機器寄りの製品だけではございません。ま

た、今後は DX を活用したサブスクリプションのビジネスもできる限りわれわれの製品、ソリュー

ションに適用していこうと考えてございます。 

Q：ご紹介いただいた 5 つの事業の強弱感について、事業貢献が早い、大きくなるポテンシャルが

あるなど、もう少し濃淡があればご説明いただけるでしょうか。 

A：一番われわれがスピード的に速いと思っているところは、お客様の生産に向けたソリューショ

ンのビジネスです。こちらはこれまでずっと国内を中心にビジネス展開してまいりましたが、これ

を海外に展開していくことが、今、スタートしています。やはり横河電機は生産に向けた活動が一

番得意ですし、グローバルにリソースを持っていますので、このリソースを医薬品、食品の分野に

向けて、教育もしながら、このビジネスを拡大していくという点で、一番スピード感は速いかと考

えます。 

また、ポテンシャルにつきまして、ライフサイエンスのビジネスはおかげ様で年々増えてきている

状況にはありますけれども、アメリカ、ヨーロッパといった主戦場ではまだまだリソースが足りて

おりません。ここに対してはかなりのポテンシャルがまだまだあると考えていますので、さらなる

リソースの強化、あるいはマーケティングの強化の展開を考えている状況です。 

Q：食品、医薬品の生産管理の国内から海外への展開について、他社と比較したときの横河電機の

優位点をお伺いできますでしょうか。 

A：われわれには、やはり、オイル＆ガスのお客様を中心に制御系の事業を何十年とグローバルに

展開をしてきた素地があります。 

また、エンジニアリング力にわれわれは自信を持っています。海外で展開してきたリソースを医薬

品、食品のビジネスでも展開しながら、なおかつリソースの拡大をしていきたく考えています。さ

らにわれわれの強みである IA2IA という話を、昨年の末に阿部からご紹介したと思いますが、お客

様の Autonomy を意識したソリューションの連携展開、こういったところがわれわれの強みでは

ないかと考えています。 
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またさらにご紹介しました上流の部分、ライフサイエンスの部分から、いわゆる生産のほうへつな

げていくという、このバリューチェーンを見据えているところも、他社様がなかなか簡単にできな

い領域ではなかろうかと考えています。 

Q：ハイコンテントの解析など御社は現状でも強みを持っていらっしゃると思いますが、そこを生

かして生産の制御システムなどとリンクしている具体例は、もう出てきているのでしょうか。 

A：その辺りの付加価値をどのようにお客様に提供できるかといったところを、今、検討中でござ

います。もう少しするとお話しできるタイミングがくるかと思ってございます。 

A：今のご質問への回答に付け加えさせていただきたいと思います。  

SU10 やバイオコンタミネーションのソリューションなどはある意味で測定器ですが、横河電機と

しては測定器だけで終わろうとは思っていません。 

例えばバイオコンタミネーションの時間が、今まで 5Days、7Days という Day というユニットか

ら 1Hour になると、これをフロー制御できるようになります。今の食品・医薬品などの産業は大

体バッチ処理で、これが生産性の向上に対し大きく妨げになっています。オイル＆ガスは既にフロ

ー制御なので、フロー制御という流れを食品・医薬品の分野にも持っていきたいと考えています。 

それに加えて、これはまだ検討中なのですが、スマートプラント、スマートマニュファクチャリン

グというコンセプトを持っており、究極の多品種変量生産に対する提案を考えたいと思っていま

す。そのためにはプラントをモジュール化することによって、工場をコンパクトにもするし、非常

に柔軟性を持たせるということです。コンパクトにできれば、産地でつくれる、地産地消のソリュ

ーションもできるのではないかと思っています。つまり、原料のたくさん採れるところに小さな工

場をつくりそこで生産するというマイクログリッド的な考え方です。製造においても、われわれは

一つ大きな変革をおよぼしたいと考えています。これはもちろん横河電機だけではできないので、

関係者も既に話をして進めてはいるのですが、プランが固まりましたら、またご紹介したいと考え

ています。 

Q：食品や医薬品の分野は各国の規制対応が必要な気がするのですが、その辺はやはり海外市場は

海外競合のほうが優位にあるのでしょうか。 

A：いえ、私どもが国内で展開する製品も、日本のお客様が海外に輸出をされていれば、例えばア

メリカの FDA が査察で日本に来られます。したがいまして、FDA あるいは PIC/S などの規制への

準拠が、もう既に国内においても必要になっていますので、そういったかまえは基本的にできてい

ると考えています。  
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Q：ライフイノベーション事業の事業規模について、ライフサイエンスビジネスが売上 30 億円規

模ということですが、残りのビジネスの内訳・割合を教えていただけるでしょうか。 

A：売上について、ライフサイエンスが大体 15%程度です。生産系のところは大体 60%程度で、残

りが M&A した部分という、大体そのような割合です。 

Q：ライフイノベーション事業の収益性、今後の投資の考え方についてご説明いただけますでしょ

うか。 

A：収益性については、現在データを公表してございませんので、こちらについてはご容赦いただ

きたいと思います。 

収益性については、やはり生産系のビジネスやライフサイエンス系のビジネスは、収益性はそれな

りにございます。ですので、全体で見たときに、当然悪くございません。 

これから先どのように考えていくかですけれども、次の 3 年は非常に重要な期間だと思っていま

す。ただし 3 年のみならず、やはりわれわれはこれから先 10 年を見据えてやっていかなければい

けませんので、投資、M&A を中心とした非オーガニック成⾧も重要な部分であり、注力していか

なければいけないかと考えてございます。 

［了］  
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